
 

 

左のフォニックス一音一音をつなげるのが発音の基本。ローマ字読みではなく、英語らしい

読み方ができるようにもなります。pig はローマ字読みすると「ピッグ」となりますが、フ

ォニックスのルールで発音すると「プィグ」となります。 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=WUeYlbQMrFg 

 

【カタカナ英語を卒業！】絶対上達！究極の発音法！大人のフォニックス(Phonics) 

 

Nextep ちぐさの YouTube 英会話教室     

チャンネル登録者数 15.1 万人 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=WUeYlbQMrFg
https://www.youtube.com/@nextepyoutube5463
https://www.youtube.com/@nextepyoutube5463


スペルと発音の間にあるルールを身につけます。 

 

子音＋子音 

２文字子音 

子音文字２つで新しい音を作るもの 

例）s（ス）＋h（ハ）＝ sh（シュ） 

連続子音 

子音文字２つや３つでそれぞれの音を 

残しながら新しい音を作るもの 

例）s（ス）＋t（トゥ）＝ st（ストゥ） 

母音＋母音 

２文字母音 

母音文字 2 つで新しい音を作るもの 

例）a（ェア）＋u（ア）＝ au（オー） 

礼儀正しい母音 

母音文字２つで１つ目を名前読みして 

２つ目を読まないもの 

例）o（オ）＋a（ェア）＝ oa（オウ） 

サイレント e 

母音文字１つ＋子音文字１つ＋e の 

並びで、母音文字を名前読みして 

e を発音しないもの 

例）a（ェア ＂文字の名前は「エイ」＂） 

＋t（トゥ） 

＋e（エ）＝ ate（エイトゥ） 

フォニックス発音一覧の読み方を基本に、上のような子音と子音が重なった場合や「e」を

発音しない場合など、いくつかの独特のルールを学んでいきます。これらのルールをマスタ

ーすることで、例えば interesting といった難しい単語でも「インタレスティング」といっ

た具合に、「見た」だけで正しく「読める」力が備わるのです。 

 


